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昨年、大学|斗本ーとなった東海大学チ

ア リーダー fFI N EJ。 このコーナ一、

初のカラーJ援は彼女たちの登場からで

す。 取材は中村イiIS子さん(錦町)

至子

員
湿
な
地
域
巴
繍
υ
い
諮
問
掲

感動を呼ぶチアリーダー

食広報ひらつかは再生紙を使用しています

博
物
館
の
活
動
は
資
料
の
収
集
や
展
示
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
身
近
な
自
然
や
容

ら
し
の
中
に
あ
る
疑
問
に
答
え
、
一
緒
に
考
え
て
い
く
こ
と
も
博
物
館
の
霊
要
な
活
動
の

一
つ
で
す
。
平
塚
市
博
物
館
は
開
館
以
来
、
地
域
を
見
直
し
、
環
境
や
自
然
保
護
な
ど
私

た
ち
の
身
の
回
り
の
新
し
い
諜
題
に
つ
い
て
考
え
る
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

五
月
一
日
に
開
館
二
十
周
年
を
迎
え
る
博
物
館
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

-編集

-発行

-
二
十
周
年
記
念
展
を
聞
く

五
月

一
同

(水
)
か
ら
六
月

二
日

(日
)
ま
で
開
催
さ
れ
る

「
開
館
二
十
周
年
記
念
展
」
の
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
博
物
館
の
初
年

初
年
の
歩
み
を

「ま
ち
」
の

歩
み
と
屯
ね
合
わ
せ
て
紹
介
。

ま
た
、
毎
年
数
川
開
催
さ
れ
て

い
る
特
別
展
の
ポ
ス
タ
ー
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
も
展
示

マ
蓄
積
資
料
の
展
示

各
分
野
ご
と
に
力
を
入
れ
て

き
た
テ
1
マ
の
諮
柿
資
料
、
例

え
ば
天
文
で
は
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
の
投
影
に
使
っ
た
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
の
原
画
な
ど
を
展
示

マ
秘
蔵
品
公
開

今
ま
で
公
開
す
る
機
会
に
恵

ま
れ
な
か
っ
た
質
量
な
所
蔵
品

を

一
挙
公
開

マ
そ
の
他
の
展
示

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動

す
る
人
た
ち
ゃ
、
博
物
館
に
か

か
わ
っ
た
人
た
ち
を
紹
介

マ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「現
代
社
会

に
お
け
る
地
域
博
物
館
の
可
能

性
」
(
入
場
自
由
)

・
日
時

5
月
四
H

(日
)
午

後
1
時
泊
分
1
4時

・
会
場
博
物
館
講
堂

・
パ
ネ
リ
ス
ト

小

川
直
之
氏

(
国
学
院
大
学
助
教
授

・
元
平

塚
市
博
物
館
学
芸
只
)
ほ
か

-
問
い
合
わ
せ
先
博
物
館

宮
(お
)
5
1
1
1
(月
剛
休
館
)

A

守
見
る
だ
け
で
は
な
い
「
地
域

博
物
館
」

平
塚
市
博
物
館
は
、
市
民
の

み
な
さ
ん
に
学
習
の
場
を
提
供

す
る

「地
域
博
物
館
」
で
す
。

そ
の
活
動
領
域
を

「相
模
川
流

域
の
自
然
と
文
化
」
に
設
定
し
、

人
文
、
自
然
、
天
文
な
ど
幅
広

い
分
野
か
ら
地
域
を
探
る
活
動

を
繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
は
、
館

内
の
展
示
な
ど
に
よ
り
自
由
に

学
べ
る
場
か
ら
、
体
験
学
習
や

泌
屈
の
よ
う
に
興
味
を
持
っ
た

こ
と
を
さ
ら
に
掘
り
F
げ
、
発

表
し
、
ほ
か
の
学
腎
者
と
宍
流

し
合
え
る
場
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
段
階
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す

0

.
楽
し
い
活
動
か
ら
た
く
さ
ん

の
成
果
が

平
塚
市
博
物
館
の
特
徴
は
、

そ
の
活
動
を

「博
物
館
の
財
産

と
し
て
前
用
し
て
い
く
「
し
く

み
」
を
作
り
上
げ
た
こ
と
に
あ

り
ま
す
。

博
物
館
の
行
事
に
参
加
し
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
地
域
を

知
り
、
新
し
い
課
題
に
取
り
組

む
人
や
、
参
加
者
相
互
の
し
父
流

を
凶
る
た
め
の
サ
ー
ク
ル
も
生

ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

の
よ
う
な
活
動
か
ら
多
く
の
成

果
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
相
模
川
を
歩
く
会
」
か
ら

は

「相
桜
川
市
典
」
が
生
ま
れ
、

「
平
塚
の
戦
災
と
空
襲
を
記
鈍

ツ
だ
と
思
い
ま
す
。
観
客
と

一

体
に
な
れ
て
必
ん
で
も
ら
え
た

ら
最
高
l
」

今
年
の
抱
負
は
?

「チ
ア
リ
l
デ
イ
ン
グ
の
根

本
を
忘
れ
ず
に
、
観
客
を
感
動

さ
せ
る
出
技
を
。
離
し
い
技
よ

り
、
心
安
定
し
た
雌
突
な
演
技
を

向
指
し
た
い
」

現
在
の
活
動
は
、
大
会
に
向

け
て
の
演
技
構
成
、
ア
メ
リ
カ

ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
応
援
、
大

学
の
イ
ベ
ン
ト
出
場
な
ど
。
当

而
は
、
五
刀
の
全
日
本
選
手
権

大
会
が

U
酬
い
で
す
。

大
学
日
本

一
と
な
っ
た

「
F

I
N
E」
で
す
が
、
ま
だ
サ
ー

ク
ル
な
の
で
実
績
を
重
ね
、
体

育
会
の
部
と
し
て
認
め
ら
れ
て

締
官
場
な
ど
も
確
保
し
た
い
と

の
こ
と
。
お
訪
ね
し
た
日
も
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
の

一
間
で
締
官
し

て
い
ま
し
た
。
雨
の
臼
は
体
育

館
の
軒
下
な
ど
を
利
用
す
る
こ

と
も
。
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
は
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
み
ま
す
。

大
会
で
の
華
や
か
な
演
技
も
、

こ
う
し
た
地
道
な
練
習
の
硝
み

丞
ね
か
ら
生
ま
れ
る
の
で
す
。

見
て
い
る
人
ま
で
元
気
に
し

て
く
れ
る
、
き
び
き
び
し
た
動

き
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
演
技
、

き
わ
や
か
な
笑
顔
が
と
て
も
印

象
的
で
し
た
。

博物館が開館20周年

域を採る学習活

東
海
大
学
チ
ア
リ
ー
ダ
ー

「
F
I
N
E」
が
結
成
さ
れ
た

の
は
約
十
年
前
。
当
初
は
野
球

の
応
揺
が
中
心
で
し
た
。
七
年

前
か
ら
演
技
を
構
成
し
て
大
会

に
出
場
。
平
成
六
年
の
全
日
本

学
生
チ
ア
リ
1
デ
イ
ン
グ
選
手

権
大
会
で
準
優
勝
、
そ
し
て
同

七
年
十
二
月
、
念
願
の
初
優
勝

に
輝
き
ま
し
た
。

十
九
人
の
郎
日
は
ほ
と
ん
ど

が
大
学
に
入
っ
て
か
ら
始
め
た

人
ば
か
り
。
監
特
も
コ
l
チ
も

い
な
い
の
で
、
自
分
た
ち
で
椀

技
を
構
成
し
練
習
を
進
め
て
い

ま
す
。

今
年
三
月
に
は
同
大
学
ア
メ

リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
と
と

も
に
、
米
同
ア
リ
ゾ
ナ
州
に
辿

征
。
本
場
の
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
の

指
導
を
受
け
、
チ
ア
・
ス
ピ
リ

ッ
ト
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

チ
ア
リ
1
デ
ィ
ン
グ
の
魅
力

は
ど
ん
な
と
こ
ろ
?

「人
を
感
動
さ
せ
る
ス
ポ
I

• • 

す
る
会
」
は

「平
塚
の
空
襲
と

戦
災
展
」
開
催
の
原
動
力
と
な

り
ま
し
た
。「
み
ん
な
で
削
べ
よ

う
」
の
成
呆
は
常
設
展
示
で
も

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
展
示
を
見
る
だ

け
で
な
く
、
体
験
学
習
や
サ
ー

ク
ル
活
動
な
ど
に
参
加
し
て
、

身
近
な
地
域
に
「
新
し
い
発
円
と

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

、h

J人

.2画一・市議会3月定例会の結

果、新年度予算の概要

・4"'5面・・・地震防災対策見直し

の概要
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博
物
館
の
活
動
は
館
内
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
砂
浜
の
宝
探
し

「漂
着
物
を
拾
う
会
」
で
。
(写
真
提
供

大
谷
勲
氏
)
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福

祉

村

榔

恕

」

を

研

究

費

を

措

世

事

業

に

よ

る

橋

り

ょ

う

架

け

傍

マ
先
の
十
二
月
市
議
会
で
趣
旨
マ
七
夕
ま
つ
り
の
あ
り
方
を
抜
え
に
伴
う
設
計
を
委
託

採

択

さ

れ

た

「

ふ

れ

あ

い

パ

ス

本

的

に

検

討

マ

真

田

・

北

金

目

、

真

田

お

よ

事
業
」
の

実

施

を

準

備

マ

新

港

の

整

備

を

推

進

び

五

領

ケ

台

地

区

区

画

整

理

事

マ
重
度
障
害
者
の
就
労
を
支
援

・
都
市
活
吋
ど
自
然
が
調
和
し

撲
を
助
成

す
る
た
め
就
労
援
助
セ
ン
タ
ー

た
快
滴
な
湖
南
の
副
市

マ
下
水
道
の
整
備
で
は
、
南
金

事
業
の
響
賀
を
助
成
す
る
と
マ
中
心
市
街
地
の
商
業
拠
点
と
目

・
懇
話
や
北
金
目
・
長
持

と
も
に
、
地
域
作
業
所
に
対
す
な
る
駅
周
辺
整
備
の
基
本
構
想
幹
線
、
旭
地
区
の
面
整
備
な
ど

る

支

援

を

見

直

し

策

定

の

た

め

調

査

研

究

を

委

託

を

推

進

マ
保
育
ニ

l
ズ
の
変
化
に
対
応
マ
仮
称
日
向
岡
ト
ン
ネ
ル
第
一
マ
自
然
の
保
全

・
活
用
を
図
る

し
、
新
た
に
開
設
時
聞
を
延
長
期
整
備
事
業
を
推
進
た
め
、
相
模
川
馬
入
地
区
河
川

す
る
保
育
所
の
運
営
費
を
助
成
マ
鈴
川
お
よ
び
不
動
川
の
改
修
改
修
事
業
に
伴
、
つ
用
地
を
取
得

マ
同
体
テ
ニ
ス
競
技
開
催
に
伴

い
桃
浜
町
庭
球
場
と
総
合
公
園

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
改
修

マ
N
O
X
規
制
に
伴
い
、
ご
み

収
集
車
両
の
更
新
に
際
し
て
プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
を
燃
料
と
す
る
低

公
答
車
を
埠
入

-
多
様
な
管
業
と
技
術
を
創
出

マ
地
域
社
会
に
お
い
て
、
お
互

す
る
活
力
あ
る
湘
南
の
都
市

い
が
支
え
合
、
っ
生
活
支
援
の
仕
マ
サ
ン
ロ

l
ド
あ
さ
ひ
商
庖
街

組
み
を
構
築
す
る
た
め

「町
内
ま
ち
な
み
整
備
に
伴
う
準
備
経

.
豊
か
な
人
間
性
と
文
化
を
は

マ
留
守
家
庭
児
童
の
健
全
育
成

ぐ
く
む
魁
力
あ
る
湘
南
の
都
市

を
図
る
た
め
、
学
宜
保
育
設
置

マ
幼
児

一
人

一
人
の
発
達
の
特
育
成
事
業
補
助
金
の
補
助
負
担

性
に
応
じ
た
述
続
性
の
あ
る
保
率
を
見
直
し

育
を
目
指
し
、
引
き
続
き
金
目
マ
汗
少
年
海
外
派
遣
・
受
け
入

幼
稚
園
で
二
年
保
育
を
試
行
れ
事
業
を
実
施

マ
幼
稚
園
保
育
料
の
父
母
負
担
マ
太
洋
中
学
校
の
校
舎
を
改
修

の
軽
減
を
図
る
た
め
、
新
た
に
マ
城
島
公
民
館
を
新
築

問
歳
児
の
就
園
奨
励
世
を
助
成

{平
塚
市
違
法
駐
車
等
の
防
止

に
関
す
る
条
例
}

逃
法
駐
車
等
防
止
霊
点
地
域

を
指
定
す
る
な
ど
、
逃
法
駐
車

等
の
防
止
を
図
る
施
策
を
市
、

市
民
お
よ
び
事
業
者
が
協
力
し

て
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

安
全
で
良
好
な
生
活
環
境
の
確

保
や
災
符
時
に
お
け
る
防
災
活

動
へ
の
障
害
の
排
除
を
日
的
と

し
て
新
た
に
制
定
す
る
も
の

{平
成
七
年
度
平
塚
市

一
般
会

計
補
正
予
算
}

懸
案
と
な
っ
て
い
た
駅
西
口

に
隣
接
す
る
国
鉄
清
鉢
事
業
団

用
地
の
取
得
に
つ
い
て
、
再
開

発
事
業
用
地
と
し
て
取
得
す
る

た
め
二
十
六
億
円
の
債
務
負
担

行
為
を
行
う
な
ど
、

一
般
会
計

予
算
の
補
正
を
行
、
?
も
の

予
算
や
溺
条
例

ω制
定
を

平成8年4月15日

3
月
定
例
市
議
会
・
お
議
案
を
可
決

監査委員

小宮鹿司氏

柳川藤一氏

一平
塚
市
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
等
に
関

す
る
条
例
}

建
設
中
の
仮
称
袖
ケ
浜
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
万

田
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

設
置
お
よ
び
管
理
等
に
関
し
て

必
婆
な
事
項
を
定
め
る
と
と
も

に
、
既
存
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
が
同
じ
設
置
M
的

で
あ
る
こ
と
か
ら
同

一
条
例
に

ま
と
め
、
新
た
に
制
定
す
る
も

の

二
月
二
十
六
日
開
会
さ
れ
た
の
う
ち
か
ら
選
任
さ
れ
る
監
査

市
職
会
三
月
定
例
会
は
、

三
月

委

日

の

う

ち

一
人
を
常
勤
と
す

二
十
二
日
審
践
を
終
え
閉
会
さ
る
た
め
制
定
す
る
も
の

れ
ま
し
た
。

{監
査
委
員
の
選
任
}

今
議
会
で
は
、
平
成
八
年
度
・
小
宮
肢
司
氏
横
内
九
一一一一

当
初
予
算
な
ど
三
十
八
議
案
が
番
地

(識
見
・
常
勤
)

提
案
さ
れ
、
審
議
の
結
果
す
ベ

・
柳
川
藤

一
氏

南

金
目
八
八

て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
九
番
地
(
市
議
会
)

h
J』
。
主
な
議
案
は
次
の
と
お
り
。

{平
場
市
の
福
祉
会
館
の
設
置

{平
場
市
監
査
委
員
条
例
}

友
び
管
理
等
に
関
す
る
条
例
}

平
成
七
年
に
実
施
し
た
国
勢
雄
投
中
の
仮
称
南
部
制
祉
会

制
査
の
結
果
、
本
市
が
人
口
二

館
の
設
置
お
よ
び
管
理
等
に
関

十
五
万
人
以
上
の
市
と
な
っ
た
し
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
と

た
め
、
法
の
規
定
に
よ
り
監
査
と
も
に
、
既
存
の
福
祉
会
館
お

・
健
康
と
生
き
が
い
に
満
ち
た

委
員
の
定
数
が
四
人
に
な
る
こ
よ
び
東
部
福
祉
会
館
白
寿
荘
が

ふ
れ
あ
い
の
あ
る
湘
南
の
都
市

と
に
伴
い
、
市
議
会
議
只
の
う
同
じ
設
世
目
的
で
あ
る
こ
と
か
マ
防
災
機
能
の
充
実
(
右
下
の

ち
か
ら
選
任
す
る
監
査
委
員
を
ら
同

一
条
例
に
ま
と
め
、
新
た

「平
成
八
年
度
の
主
な
事
業
と

二
人

と

し

、

識

見

を

有

す

る

者

に

制

定

す

る

も

の

予

算

」

を

参

照

)

減
合
理
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

.
各
会
計
別
予
算
規
模
は

以
七
の
結
果
、
平
成
八
年
度

当
初
予
算
の
規
棋
は
、
会
蚕
計

合
計
で

一
千
五
百
二
十

一
億
三

千
八
百
五
万
四
千
円
(
前
年
度

当
初
対
比
五

・
六
%増
)
と
な

り
ま
し
た
。

各
会
計
別
の
予
算
規
模
は
次

の
と
お
り
で
す
。

マ
一
般
会
計
七
百
二
十
三
億

三
千
百
万
円

(前
年
度
当
初
対

比
八

・
一
%
増
)

マ
特
別
会
計
六
百
八
十
七
億

三
千
七
百
五
万
四
千
円
(
同

四
・
二
%
増
)

マ
病
院
会
計
百
十
億
七
千
万

円

(同
0
・九
%
減
)

当
初
予
算
の
概
要

-
歳
入
は

成
人
の
棋
砕
を
な
す
市
税
収

入
は
、
個
人
・
法
人
と
も
回
復

の
兆
し
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、

前
年
度
当
初
と
ほ
ぼ
同
額
桂
度

(
前
年
度
当
初
対
比

一
・
九
%

削
)
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

地
方
譲
与
税
を
は
じ
め
各
種

交
付
金
、
国
・
県
支
出
金
、
市

債
に
つ
い
て
は
可
能
な
限
り
計

上
し
、
併
せ
て
競
輪
車
業
特
別

会
計
か
ら
の
収
益
金
の
繰
り
入

れ
に
つ
い
て
も
当
初
予
算
霊
点

主
義
の
考
え
方
で
計
上
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
市
土
地
開
発

公
社
が
施
行
し
た
事
業
の
終
結

に
伴
う
柏
村
持
金
の
受
け
入
れ
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

な
お
、
長
い
間
値
上
げ
を
差

し
控
え
て
い
た
国
民
健
康
保
険

税
に
つ
い
て
は
、
限
界
に
き
た

と
の
判
断
か
ら
受
益
者
負
担
の

原
則
の
も
と
見
直
し
を
し
て
い

ま
す
。

-
歳
出
は

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
地
震

防
災
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組

む
一
方
、
行
政
改
革
な
ど
を
推

進
し
物
件
費
等
経
常
的
経
賀
の

一
律

一
O
%
カ
ッ
ト
な
ど
、
節

新
年
度
の
主
な
施
策
は

防
災
対
策
な
ど
に
重
点
を

マ
仮
称
南
部
福
祉
会
館
、
仮
称

万
四
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
完
成
を
機
に
多
様
な
健
康
・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

平成8年度の主な事業と予算

5月末に開所する

仮称、南部福祉会館

課
税
台
帳
の
縦
覧

平
成
八
年
度
の
固
定
資
産
税

と
都
市
計
画
税
の
基
礎
と
な
る

額
を
決
め
、
登
録
し
た

「
固
定

資
産
課
税
台
帳
」
の
縦
覧
期
間

は
、
四
月
二
十
二
円

(刈
)
ま

で
で
す
。

縦
覧
を
希
望
さ
れ
る
方
は
印

鑑
を
お
持
ち
に
な
り
、
資
産
税

課
の
窓
口
へ
。

マ
期
間

4
月
辺
日

(月
)
ま

で
の
平
H

・
時
間

午
前
8
時
却
分
1
午

後

5時

マ
縦
覧
で
き
る
方
資
産
の
所

有
者
お
よ
び
同
居
の
親
族
、
納

税
管
理
人
、
法
定
代
理
人
、
所

有
者
の
委
任
状
も
し
く
は
同
意

?
を
お
持
ち
の
方

償マ

ーH間資い
産合
係わ
(せ
内先
*!員
2 資
9 産
1 税
) 諜

国
県
市
合
同
の

行
政
相
談
会
を

法
律
、
税
金
、
忽
金
、
教
育
、

登
記
、
人
権
、
消
費
生
活
、
行

政
一
般
の
相
談
を
お
受
け
す
る

行
政
相
談
会
が
聞
か
れ
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

(法
律
相
談

は
予
約
制
)
。

マ
円
時

5
月
1
日

(水
)
午

後
1
時
1
4時

マ
会
場
ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ

ラ
ザ

(M
Nピ
ル
日
陪
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
地
域
づ
く

り
諜
市
民
相
談
係

(内
線
2
9

3
)
 

わが家の防災対策を確認(連載)

固と、ろか5隣近所との
付き合いを大切に

みを休み利用の串し、びわ青少年の家

びわ青少年の家では、夏期利用期間(7月20日-8月31日)に利用を希望

される団体の申し込みを受け付けます。

阪神 ・淡路大笈災では、地滅ぐ

るみの防災活動が被害の拡大を防

ぐのに大きく役立ちました。

災:-~時に頼りになるのは家族や

隣近所に住む人身です。 日ごろか

ら地域のコミュニケーションを図

り、積極的に自主防災組織の活動

などに参加しましょう 。

キ
ャ
ン
プ
フ
ア
イ
ヤ
I
で

。 申し込み方法

① 4月23日(火) -27日(土)の聞

に電話、または直接来所して抽選会参

加の申し込みをする

② 4月28日(日) 午 後 1時30分ーの

抽選会に参加して、 抽選の結果により

利用日を決定する

。対象

市内にお住まい、または通学する小

学 校 3年生以上の方が10人以上の団体

防災課 (内線357)。 関当
土l丞2710・1・ft59-0871び わ 背 少 年 の 家 ・住 所。 申し込み・問い合わせ先

23・11 1 1・35・11 1 1 (内線番号を交換手へ)
23・9467(担当課名のご記入を)
〒254平塚市浅間町9番1号(担当課名のご記入を)

-電話
.FAX 
・住所

平塚市役所お問い合わせ・お申し込みは市役所ヘ



イベント情報

み

る

・

き

く

・

は

な

す

・

美

術

鑑

賞

美
術
館
で
学
芸
員
と

第573号

美
術
館
で
は
、
学
芸
只
と
会

話
を
し
な
が
ら
美
術
鑑
賞
を
楽

し
む

「
み
る
・
き
く

・
は
な

す
美
術
鑑
賞
」
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。
対
象
は
小
学
生

以
上
で
三
人
以
上
十
人
以
下
の

グ
ル
ー
プ
で
す
。

申
し
込
み
は
、
往
復
は
が
き

に
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
、
屯

話
番
号
、
グ
ル
ー
プ
全
日
の
氏

名
、
希
望
円
を
記
入
の
う
え
、

美
術
館
(
〒
制
平
塚
市
西
八
幡

一i
l
-
-
一
|一一一)

へ
。
締
め
切
り

は
四
月
二
十
八
日
(
日
)
、
応

非
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

マ
開
催
日
5
月
4
目
、
日
目
、

見
目
、
お
日
、
6
月
1
目
、
8

広報ひらつか回

日
(
い
ず
れ
も
土
略
目
)

・
時
間
各
回
と
も
午
前
叩
時

加
分
i
正
午

マ
問
い
合
わ
せ
先
柴
術
館

包

(
お

)
2
1
1
1

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
レ
ポ
ー
ト
を

美
術
館
で
は
、
昨
年
開
催
し

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「紅
花
で

染
め
る
も
も
色
・
さ
く
ら
色
」

の
レ
ポ
ー
ト
冊
子
を
館
内
受
付

で
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

こ
の
冊
子
は
A
四
判
八
ペ
ー

ジ
で
、
紅
花
の
色
や
染
色
の
仕

生
け
花
野
外
展

わ
が
国
の
伝
統
文
化
で
あ
る

生
け
花
を
、
床
の
間
か
ら
空
間
、

さ
ら
に
野
外
に
創
作
の
坊
を
求

め
、
創
作
生
け
花
野
外
展
を
捌

俄
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
を
。

マ
開
催
期
間
4
月
訪
日
(
日
)

午
後
1
時
1
5
月
ロ
日
(
日
)

午
後
1
時

マ
会
場
美
術
館
前
庭

マ
問
い
合
わ
せ
先
文
化
行
政

推
進
室

(内
線
6
7
3)

大にき'わいの野外ステージ前(昨年の椴子)

野外ステージの催し物
.28日 (日)

・10:00-フラワーマジツクショー

.11 : 30-大正琴演奏

.13: 00-交通安全ウルトラクイズ

.15: 30-吹炎楽コンサート

.29日 (祝)

9 : 45-激走戦隊カー レンジャー

.10: 45-聞業緑化教室野菜コース

.12: 40-交通安全ウルトラクイズ

.14: 30-酒井美紀コンサート

. 16・00-激定戦隊カーレンジャー

.30日 (火)

.10: 00- ピエロのマヤちゃん

.11 : 00-民踊花舞台

.12: 30-沼郡 ・H口移:

. 13・30-園芸緑化教室ハープコース

.15: 30- ピエロのマヤちゃん

青
少
年
会
館
で
教
室
聞
く

受
講
生
を
募
集
中

博
物
館
の
催
し
物

博
物
館
で
は
、
毎
月
定
例
の

「星
を
見
る
会
」
と

「漂
着
物

を
拾
、
之
耳
」
を
次
の
日
程
で
開

催
し
ま
す
。
参
加
は
ど
ち
ら
も

自
由
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
博
物
館

宮

(お
)
5
1
1
1
へ
。

A-星
を
見
る
会
「
水
星
・
金
星

を
見
よ
-
つ
」

マ
日
時
4
月
初
日
(
金
)
午

後
7
時
1
8
時
却
分

マ
会
場
博
物
館
展
上

※
公
天
時
中
止

A-漂
着
物
を
拾
う
会
(
平
塚
海

岸
を
歩
き
な
が
ら
漂
着
物
を
集

め
、
そ
の
正
体
を
推
理
す
る
)

マ
日
時
5
月
日
日
(
土
)
午

前
9
時
却
分
1
日
時

マ
集
合
場
所
花
水
川
橋
平
塚

側
た
も
と
の
記
念
碑
前

ハンドベルの演奏鍍露

青
少
年
会
館
で
は
、
新
年
度

を
迎
え
ス
タ
ー
ト
す
る
各
種
教

室
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。申

し
込
み
は
、
四
月
二
十
六

日
(
金
)
ま
で
に
、
直
接
ま
た

は
電
話
で
青
少
年
会
館
(
浅
間

町
十
二

|
四
十

一
・
8
詑
|
7

0
2
9
)
へ
。
な
お
、
月
蹴
日

は
休
館
で
す
。

A'一一同
年
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
教
室

マ
日
程
5
月
日
日
i
平
成
9

年
2
月
旧
日
の
毎
月
第
3
水
曜

日

(8
月
・

1
月
は
第
4
、
9

月
は
第
2
水
附
日
)
、

会

m回

・
時
間
午
後
6
時
泊
分
1
8

容
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

1
ト
も
聞
か
れ
ま
す

(野
外
ス

親
し
ま
れ
て
い
る
緑
化
ま
つ
り
テ
l
ジ
で
行
わ
れ
る
催
し
物
は

が
、
四
月
二
十
八
日
(
日
)
か
右
下
の
表
の
と
お
り
)
。

ら
三
十
日
(
火
)
ま
で
の
三
日
ぜ
ひ
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で

問
、
総
合
公
闘
を
会
場
に
開
催
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

さ
れ
ま
す
。

な
お
、
緑
化
ま
つ
り
の
詳
細

恒
例
の
植
木
市
や
花
市
、
そ
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
チ
ラ

し
て

「花
と
み
ど
り
の
プ
レ
ゼ
シ
を
二
十
三
日

(火
)
に
み
な

ン
ト
」
が
期
間
中
毎
日
行
わ
れ
さ
ん
の
お
手
元
に
お
届
け
し
ま

る
ほ
か
、

二
十
九
日
(
祝
)
に
す
の
で
、
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

は
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
人
気
の
女
マ
問
い
合
わ
せ
先
み
ど
り
公

優
、
酒
井
美
紀
さ
ん
の
コ
ン
サ
闇
課
(
内
線
4
2
5)

同・・嗣
・・剛・・輔・・剛・・
H

・・酬・・酬+・剛・・酬・・酬・・剛・・酬・・酬・
・酬・・酬・・酬・・酬'・酬・・酬'・剛
・・酬・・胸
'A・酬・・酬・・剛・・剛・・柵・・剛・・酬
-a
剛'・剛・・剛・・剛・
6

剛'・酬・・剛・・酬・・剛・・酬・・剛'・剛・・刷・
ι

・酬・・剛・・

組
み
な
ど
に
つ
い
て
杵
か
れ
て

お
り
、
実
際
に
紅
花
で
染
め
た

布
も
は
っ
て
あ
り
ま
す
。

郵
送
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

封
書
に
一
冊
百
三
十
円
分
の
切

手
を
同
封
の
、
?
え
美
術
館
(
〒

制
一平
塚
市
西
八
幡

一
l
J一ー

一ニ

・
2
お
1
2
1
1
1)
へ
。

時
却
分

マ
対
政
・
定
員
四
段
以
上
初

成
未
満
の
方
加
入

(同
校
生
は

除
く
・
先
着
順
)

マ
内
容
基
本
的
な
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
講
習

マ
持
ち
物
能
記
用
具
、
エ
プ

ロ
ン
、
花
ば
さ
み

マ
受
講
料

二
万
円
(
花
材
立

.
子
ど
も
美
術
教
室

マ
日
程
5
月
日
日
i
平
成
9

年
3
月
辺
自
の
毎
月
第
2
・
第

4
土
曜
日
、
全
初
回

・
時
間

午
前
叩
時
1
正
午

マ
対
政
・
定
日
小
学
4
年
生

女
性
行
政
推
進
室

φ
伊国

で
は
、
女
性
関
係
団

但
隊
体
の
登
録
を
受
け
付

滋
且
け
て
い
ま
す
。

爪
り

対
象
と
な
る
の
は

体

@

民
の
女
性
、
ぁ

回
凶
る
い
は
女
性
が
中
心

係
m
'と
な
之
頁
が
お
お

間

関

む
ね
二
十
名
以
上
で

舵

比

構
成
さ
れ
て
い
る
②

会
見
市
内
ま
た
は
地
域
で

結
成
後
二
年
以
上
経

過
し
、
継
続
し
て
精
勤
し
て
い

る
③
会
則
お
よ
び
会
此
名
簿
が

整
備
さ
れ
て
い
る
④
女
性
の
自

立
お
よ
び
地
位
の
向
上
を
目
指

し
た
活
動
目
的
を
持
つ
、
な
ど

の
条
件
を
満
た
す
団
体
で
す
。

な
お
、
政
治
、
宗
教
、
営
利
目

的
、
趣
味
の
団
体
は
対
象
と
な

ご
み
施
設
の
見
学
会
を

環
境
衛
生
業
務
課
で
は
、
私

た
ち
が
毎
日
出
す
「
ご
み
」
が

ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い
る

の
か
を
学
ぶ

「消
制
業
務
見
学

会
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
実

施
臼
は
、
毎
週
火
臨
日
か
ら
金

晦
日
(
月
末
は
除
く
)
で
す
。

希
望
す
る
間
体

(十
五
人
以

上
)
は
、
氾
慌
で
環
境
衛
生
業

務
繰
ご
み
減
荻
対
策
係

(内
線

2
3
9
)
に
お
申
し
込
み
を
。

な
お
、
希
望
日
は
第
三
希
望

ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

生
ご
み
処
理
器

の
補
助
薬
は

生
ご
み
処
理
器

(コ
ン
ポ
ス

タ
ー
)
の
補
助
諜
は
、
秋
元
房

ー
中
学
2
年
生
加
入
(先
泊
順
)

マ
内
特
版
刷
の
制
作
な
ど

マ
受
悲

一一一千
円

(材
料
立

.
ハ
ン
ド
ベ
ル
教
室

マ
日
程
4
月
釘
目
、
5
月
日

目
、
初
日
、
6
月
8
日
、
幻
自

の
全
5
回

・
時
間
午
前
叩
時
1
日
時
初

1
3
 

ノノマ
対
象
・
定
員
女
子
小
学
生

時
人

(先
着
順
)

マ
内
容
ハ
ン
ド
ベ
ル
で
キ
ラ

キ
ラ
昼
、
ド
レ
ミ
の
歌
を
演
奏

マ
持
ち
物
唯
記
用
具

マ
受
議
料
無
料Jt・

け

Y
4

り
ま
せ
ん
。

O
登
録
団
体
の
特
典

・
各
種
事
業
の
案
内
や
女
性
情

報
誌
な
ど
を
お
送
り
し
ま
す

・
研
修
会
や
講
演
会
な
ど
を
実

施
す
る
場
合
、
市
と
の
共
催
心

撲
と
し
て
経
貨
の

一
部
を
負
担

し
ま
す
(
希
望
団
体
)

・
平
塚
市
女
性
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
実
行
委
員
会
に
委
員
を
選
出

し
、
そ
の
運
営
に
あ
た
っ
て
い

た
だ
け
ま
す

(希
望
同
体
)

目
立
録
を
希
望
さ
れ
る
間
体
に

は
詳
細
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た

し
ま
す
の
で
、
女
性
行
政
推
進

室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
を
。

締

め
切
り
は
四
月
三
十
日
(
火
)
。

マ
女
性
行
政
推
進
室
(
宝
町
3

1
1
M
Nピ
ル
叩
階
・

宮
幻

|

7
5
0
0)
 

次
郎
商
庖

(宮
松
町
)
、
ダ
イ

ク
マ
平
塚
庖
、
お
よ
び
J
A
湘

南
各
支
所
で
取
り
扱
っ
て
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
暖
か
く
な
っ
て
く

る
と
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
か
ら
$
虫

ゃ
に
お
い
が
発
生
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
ぜ
ひ
補
助
薬
を
お
使

い
い
た
だ
き
、
よ
り

一
一
周
の
ご

み
減
位
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

マ
担
当
環
境
衛
生
業
務
課
ご

み
減
北
対
策
係
(
内
線
2
3
9)

青少年溜外線遺園員の麗島
市では、姉妹都市のアメリカ合衆国カン

ザス州ローレンス市を訪問する行少年海外

派遣団の団只を募集します。
グループや個人でテーマを設け、産業 ・

文化・教育 ・社会福祉 ・観光などの研究や
関連絡般を訪問するほか、ホームステイで

地元市民との交流を深めます。
-派遣期間 7月下旬から8月上旬にかけて
の11日間

・対象 市内にお住まいの中・高校生20人
応募された方の中から、作文記述、面接
と特技若手により決定します

-参加負担金 118.000円 (旅 券発行手数
料、任主主保険料などは別途)

-申し込み 4月28日 (日)までに参加 申込
牲を官少年会館内青少年楳 (n32-7029)

へ国:按お持ちください

か主主代えと;遊!まう、守'elt:‘)rue

E体

緑化まつり会場で
花いっぱいの総合公闘で、国体

マスコットの「かなべえ」がみな

さんをお待ちしています。

く>日時 4月28日(日)ー30日(月)

O会場総合公園

。内容①輪投げゲーム

②スタンプ ラリ-

O問い合わせ先国体推進課(内

最~152)

市税忽どの納付は安心・確実ー便利な口座振替を

ご利用ください。申し込み手続きは市内に居舗のあ

る金融機関(郵便局は除く)の本・支J苫の窓口で簡単

にできます。お問い合わせは収納課(内線280)へ。

。国民年金保険料 (第1期)

。清掃し尿従量手数料(第1期)

今月納期の市税・手数料
納期最終日 4月30日(火)
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時唱え::::::~:::::::・
市
で
は
、
見
直
し
を
進
め
て
い
る
地
震
防
災
対
策
の
う
ち
、
組
織

・
動
員
体
制
な
ど
の

一
部

に
つ
い
て
、
新
し
い
体
制
を
四
月
十
七
白
か
ら
暫
定
的
に
先
行
実
施
し
ま
す
。
対
策
全
般
に
わ

た
る
見
直
し
は
、
昨
年
末
に
策
定
し
た
「
改
正
指
針
」
に
基
づ
き
今
年
秋
ま
で
に
作
業
を
終
え
、

来
年
一
月
を
目
途
に
全
面
的
に
新
体
制
に
移
行
す
る
予
定
で
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
先
行

実
施
の
内
門
会
併
せ
、
見
直
し
の
基
本
的
方
向
を
示
す
「
改
正
指
針
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

六
千
三
百
余
人
の
命
を
怒
っ
た
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
」
。

こ
の
教
訓
モ
デ
れ
で
は
な
ら
な
い

4
月
け
白
か
ら

暫

定

的

に

市
で
は
、
現
在
見
直
し
を
進

め
て
い
る
地
震
防
災
対
策
の
組

織
・
動
只
・
避
雌
所
迎
行
同
体
制

な
ど
の

一
部
を
、
四
月
十
七
回

か
ら
暫
定
的
に
先
行
実
施
し
ま

す
。
こ
れ
は
、
想
定
さ
れ
て
い

る
地
震
の
切
迫
性
な
ど
を
考
慮

す
る
と
、

一
日
も
早
く
可
能
な

も
の
か
ら
新
し
い
体
制
に
移
行

さ
せ
る
必
援
が
あ
る
た
め
行
う

も
の
で
す
。

新
し
い
体
制
へ
の
全
面
的
な

移
行
は
、
地
震
防
災
対
策
の
見

直
し
作
業
完
了
後
の
平
成
九
年

一
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

先
行
実
施
の
内
容
は

震
度
5
で
災
対
本
部
を
自
動
設
置

四
月
十
七
日
か
ら
特
定
的
に

先
行
実
施
す
る
地
提
防
災
対
策

の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。組

織
・
動
員
体
制

av災
害
対
策
本
部
の
自
動
設
置

や
初
動
体
制
の
強
化
を

マ
災
害
対
策
本
部
は
足
度
5
以

上
、
ま
た
は

「大
咋
波
笹
報
」

の
場
合
内
動
的
に
投
出
す
る

マ
市
職
口
は
足
度
5
以
上
の
場

合
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
へ
自
動

参
集
す
る

マ
初
動
体
制
強
化
の
た
め
初
期

対
応
庇
を
新
設
す
る
と
と
も
に

情
報
拠
点
と
な
る
地
域
拠
点
基

地
の
機
能
を
充
実
さ
せ
る

マ
安
否
情
報
、
生
柄
情
報
、
建

築
物
の
危
険
度
判
定
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
の
業
務
に
対
応
す

る
郎
、
班
を
新
設
す
る

マ
物
資
の
輸
送
な
ど
に
対
応
す

る
た
め
総
合
防
災
基
地

(総
合

公
園
)
と
海
上
輸
送
基
地

(新

港
)
を
新
設
す
る

A
V
公
共
施
設
の
有
効
活
用
を

マ
教
育
会
館
を
本
部
機
能
の
予

備
担
品
、
地
区
公
民
館
を
災
害

弱
者
の
対
応
施
設
と
す
る
な
ど

t!! 

ト.d
災害対策本部は震度5で自動的にE安置される

作乍年kの防災訓練で)

全
公
共
施
設
を
布
効
に
活
用
す

る
た
め
次
の
七
つ
に
区
分
、
特

定
す
る

寝
季
対
策
本
部
述
営
関
係

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
係

③
物
資
・
輸
送
関
係

@
避
難
関
係

①
環
酬
明
衛
生
附
係

⑥
巡
体
収
容
・
安
世
間
係

⑦
閉
鎖
施
設

避
難
対
策
や

施
設
の
運
営

-
避
難
対
策

マ
広
域
避
難
場
所
へ
の
避
難
誘

導
な
ど
の
担
当
を
新
た
に
定
め

る

.EEmp 

-
健
康
管
理
や
メ
ン
タ
ル
ケ
ア

マ
施
設
連
常
に
つ
い
て
、
時
間

的
経
過
に
応
じ
た
3
段
階
の
具

体
的
業
務
を
定
め
る

マ
長
期
化
を
想
定
し
て
健
康
管

理
、
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
、
お
よ
び

栄
養
指
碍
を
実
施
す
る

マ
向
齢
者
等
の
災
市
川
口
利
省
に
視

点
を
あ
て
た
対
応
を
行
、
っ

マ
指
定
避
難
施
設
以
外
の
場
所

で
避
難
生
活
を
す
る
住
民
に
対

す
る
対
応
方
法
を
具
体
的
に
定

め
る

-
津
波
対
策

マ
海
国
際
悦
お
よ
び
情
報
伝
述

体
制
の
充
実
強
化
を
図
る
と
と

も
に
、
海
抜
表
示
板
の
設
置
な

ど
に
よ
る
啓
発
活
動
を
行
、
っ

要
望
な
ど
に
対
す
る
専
門
の
慾
マ
災
山
市
対
策
基
本
法
の
改
正
を

日
を
投
位
し
、
対
応
す
る
踏
ま
え
、
県
知
事
に
姿
的
で
き

な
い
場
合
は
向
衛
隊
に
ほ
接
通

報
で
き
る
こ
と
と
す
る

マ
自
衛
隊
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
、
車

両
基
地
、
お
よ
び
宿
営
地
を
、

こ
れ
ま
で
の
学
校
か
ら
大
神
ス

ポ
ー
ツ
広
場
等
に
変
更
す
る

-
市
民
、
自
主
防
災
組
織
の
協

力
体
制
の
整
備

マ
自
主
防
災
組
織
の
活
動
や
行

政
へ
の
協
力
を
効
果
的
に
行
う

た
め
、
自
主
的
に
行
う
活
動
と
、

市
に
協
力
す
る
活
動
な
ど
に
つ

い
て
具
体
的
に
定
め
る

情
報
の
収
集

と
災
害
広
報

A
V
特
別
調
査
班
を
編
成

マ
発
災
直
後
の
詳
細
な
情
報
収

集
の
た
め
、
必
要
な
場
合
は
特

別
調
査
班
を
編
成
し
て
被
害
調

査
に
あ
た
ら
せ
る

av災
害
広
報
の
充
実
と
市
民
窓

口
の
設
置

マ
発
災
直
後
や
、
そ
の
後
の
時

間
経
過
に
応
じ
、
市
民
生
活
に

密
着
し
た
情
報
を
提
供
す
る

マ
市
民
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
や

応
援

協
力

A
V
直
接
自
衛
隊
に
災
害
状
況
を

報
告

大神スポーツ広場は災害

時にヘリポートとなる

日 8 時30分~17時

。結婚相談毎週日曜日 10時~15時

(第 3111曜日は除く )

。母子相談毎週月~金曜円 9時~

161待

。家庭児童相談

11寺~16時

。婦人相談 5月 9 日(木) 10時~15時

。高齢者職業相談毎週月~金曜日

9時30分-16時

毎週月~金H出H9 

|子ども教育相談センター
I (崇善小学校北側)

I n36-6012 

・毎週月~金曜日 9時-17時

。電話相談毎週月~土曜日 9時~

17時 (第2・第4土曜日を除く)

時ハ刀時

)
9

で

曜

時

一
木

邦

「|一
切

もしもし健康相談
(保健センター)

n34・1221

毎週金曜日 9時~

合i辿月~金曜日 9

子育て相談室
(須賀保育園 2階)

内 21-7639

16時
。手話案内相談

12時30分

。一般市民相談

11寺~16時 . 4可:週月 ・木曜日 10時~161時

「一つ233-2333 I 
0専門(法律、 金融、住宅、医療)相

談 5月9日(木)13時30分~15時

30分 (予約制)

。生活支援相談毎週月~金曜日 8

時30分~17時

。ボランティア相談

青少年相談室 | 
(市民センター2階) I 

834・7311 I 

0青少年相談 毎週月~金曜日 9時

~16時

。悩みごとは「ヤングテレホンJ
ft33ー7830

毎週月~金曜日 9時-18時3⑪分

(土曜日は13時~ 18時30分)

市民相談室
(市役所 1階)

n23・11 1 1内線293

。人権法律相談 ・行政相談 4月16

日(火)、 5H 7日(火)13時-16時

。一般法律相談毎週水曜日13時~

16時(予約制)

。萱記・供託・測量相談

(金)13時~16時

。住宅(新・改築)相談 4月16R 

(火)、5月21日(火)13時~16時

。発明・考案・特許相談 6月3日

(月 ) 10時~151侍

。労働相談 5月9日(木)13時-16

時

。下請け取り引 き巡回あっ旋相談

4月18日(木)、 5月16日(木)13時

30分-16時

。年金・社会保険 ・労災相談

14日(火)10時~15時

。健康相談 5月20日(月)9時30分

~ll時30分 (予約制)

。消費生活相談毎週金曜日 9時~

5月10日

5}j 

毎週月~金曜



改
正
指
針
の
内
容
は

3
つ
の
方
向
か
ら
全
般
的
に

地
誌
が
発
生
し
た
と
き
被
市
民
け

を
い
か
に
拙
小
限
に
食
い
止
め

る
か
、

い
か
に
紫
早
く
対
応
す

る
か
、
そ
し
て
行
政
の
対
応
の

限
界
を
ど
う
カ
バ
ー
す
る
か
。

こ
れ
ら
を
阪
神

・
淡
路
大
震

災
か
ら
待
た
課
題
と
し
て
整
理

し
、
今
回
の
先
行
実
施
部
分
も

含
め
て
次
の
三
つ
の
基
本
的
方

向
で
現
在
の
地
位
防
災
対
策
を

全
般
的
に
見
直
し
ま
す
。

基本的方向
①災害に強いまちづく

り

②危機管理体制の強化

③住民パワーの活用

第573号広報ひらつか回

対
策
分
野
ご

と
の
内
容
は

-
組
織
、
動
員
体
制
な
ど
の
充

実
、
強
化
を

安
否
情
報
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

担
当
部
門
の
新
段
な
ど
災
筈
対

策
本
部
の
組
織
を
充
実
さ
せ
ま

す
。
ま
た
、
市
職
口
の
自
動
参

消
火
器
の
取
り
銀
い
を
学
ぷ

機々な団体・揖聞 と鍵鍵 を

集
制
を
導
入
す
る
な
ど
動
員
体

制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
自

術
隊
や
応
援
協
定
都
市
と
の
述

携
を
強
化
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
災
官
時
に
各
地
域

の
情
報
拠
点
と
な
る
地
域
拠
点

基
地
の
機
能
の
強
化
や
、
公
共

施
設
の
効
率
的
な
活
用
、
消

火
・
救
助
体
制
の
強
化
な
ど
に

よ
り
、
防
災
体
制
全
般
の
充

実

・
強
化
を
凶
り
ま
す
。

・
自
主
防
災
体
制
を
強
化
し
、

市
民
意
識
を
高
め
る

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

瞬
時
に
卜
万
戸
を
組
、
え
る
建
物

が
倒
壊
す
る
よ
う
な
大
地
震
直

後
の
消
火
・
救
助

・
救
援
活
動

を
行
政
が
す
べ
て
行
う
の
は
不

可
能
な
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
踏
草
人

昨
年
七
月
に
全
面
改
正
さ
れ
た

国
の
防
災
基
本
計
画
で
は

「自

ら
の
身
の
安
全
は
向
ら
守
る
の

が
防
災
の
基
本
」
で
あ
る
と
し

て
、
凶
民
に
臼
ご
ろ
か
ら
防
災

立
識
を
向
め
る
よ
う
求
め
て
い

ま
す
。

市
で
も
地
震
防
災
対
策
の
見

直
し
に
あ
た
り
、
行
政
の
対
応

の
限
界
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
自

主
防
災
組
織
の
機
能
の
強
化
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
災
害
の
実

態
に
即
し
た
訓
練
や
啓
発
事
業

を
実
施
し
て
、
市
民
の
自
主
防

災
意
識
を
向
め
る
よ
う
努
め
ま

す
。

-
応
急
対
策
の
充
実
と
円
滑
な

推
進.関

掴
災
符
対
策
用
の
備
出
曽
川
を
充

実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
分
散
備

一.U.2.町
・:…

市
で
は
災
守

・，

1
:
…

に
備
え

「火
性

防
災
リ
ー
ダ
ー
」
を
募
集
し
、

育
成
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
が

ど
の
よ
う
な
内
容
な
の
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
、
今
年
も
募
集
す

る
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

(束
中
原
金
子
文
子
さ
ん
)

殺
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

生

活
情
報
な
ど
の
情
報
収
集
体
制

や
、
災
害
弱
者
に
視
点
を
当
て

た
避
難
対
策
、
避
難
の
長
期
化

を
想
定
し
た
医
療

・
保
健
対
策

な
ど
を
税
制
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
が
れ
き
な
ど
の
廃

棄
物
、
救
援
物
資
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
受
け
入
れ
、
交
通

・
防

犯
、
出
波
、
建
築
物
の
危
険
度

判
定
、
仮
設
住
宅
な
ど
に
つ
い

て
の
対
策
を
整
え
ま
す
。

A-災
害
に
強
い
都
市
基
盤
の
整

備
を公

共
施
設
の
耐
震
補
強
や

一

般
住
宅
の
耐
震
診
断
の
促
進
を

肉
る
と
と
も
に
、
公
園
な
ど
の

防
災
総
地
空
間
の
確
保
や
土
地

区
画
整
理
事
業
の
推
進
な
ど
に

よ
り
、
平
常
時
か
ら
災
害
に
強

い
都
市
法
盤
を
幣
備
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

平塚球場スタンド下の備蓄品

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
は
、
い
ざ
と
い

う
と
き
の
行
政
へ
の
市
民
の
み

な
さ
ん
の
協
力
は
も
と
よ
り
、

日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
や
自
主
防

災
組
織
が
行
う
訓
練
へ
の
参
加

な
ど
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ

「大
地
以
に
も
帰
る
が

な
い
ま
ち
づ
く
り
」
に
ご
協
力

市作山抑私自
」
が
ど
こ
に
い
る
か
な

ど
、
地
域
の
事
的
に
詳
し
い
の

も
日
中
家
庭
に
い
る
女
性
の
み

な
さ
ん
で
す
。

そ
こ
で
、
市
で
は
白
主
防
災

強
化
対
策
の

一
環
と
し
て
、

'K

性
を
対
象
に
、
消
火
訓
練
や
講

習
会
な
ど
を
通
じ
て
地
域
の
防

災
活
動
の
中
心
と
な
っ
て
い
た

実
践
的

応な
募言川
医練
災や
翠講
義習
5会
付を
け
中

…:・:
口
:
:
:
…

災
害
は
い
つ

H

お
答
え

…・i
f
-
-・
:
・一

発
生
す
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
日
中
に

発
生
し
た
場
合
、
消
火
や
救
援

活
動
の
中
心
と
な
る
の
は
家
庭

に
い
る
火
性
の
み
な
さ
ん
に
な

る
と
予
怨
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

乳
幼
児
や
日
齢
者
な
ど
の
「
災

だ
く

「女
性
防
災
リ
ー
ダ
ー
」

の
行
成
を
始
め
ま
し
た
。

平
成
七
年
度
は
、
厚
木
市
に

あ
る
県
の
消
防
学
校
で
初
期
消

火
や
応
急
手
当
て
の
訓
練
な
ど

を
行
っ
た
ほ
か
、

m村
に
あ
る
消

防
総
合
訓
糾
所
で
放
水
体
験
、

炊
き
出
し
、
防
叩
氏
資
機
材
の
取

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
防
災
に

対
す
る
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

-

担

当

地
震
防
災
計
画
室

・
住
所
〒
加
平
塚
市
浅
間
町

9
番
1
号

・
2

(幻
)
1
1
1
1
(内
線

6
3
8)
 

・
フ
ァ
ク
ス

(お
)
9
4
6
7

り
扱
い
な
ど
の
訓
糾
を
災
施
し

ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
受
講
さ
れ

た
三
十
六
人
に
は
、
先
H
市
長

か
ら
修
了
証
書
と
赤
い

ヘ
ル
メ

ッ
ト
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
八
年
度
は
、
第
二
期
生

と
し
て
六
十
段
以
下
の
女
性
五

十
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
締

め
切
り
は
五
月
十
七
日
(
金
)

で
す
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
防

災
課
宮

(幻
)
1
1
1
1
(内
線

3
5
7
)
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
災
害
時
の
被
bv
VJ
乞
円
以

小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
、
ぜ

ひ
ご
応
募
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

(

防
災
謀
)

・
市
へ
の
ご
意
見
、
ご
提
案
は

お
気
畦
に
広
報
広
聴
謀
広
聴
担

当
宮

(お
)
1
1
1
1
(内
線

3
5
5)
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
子
供
・
遊
び
の
達
人
・
成
長

子
供
た
ち
に
同
じ
お
も
ち
ゃ
を
与
え
て
も
、

皆
が
全
く
同
じ
遊
び
を
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

子
供
は
、
自
分
で
楽
し
い
と
感
じ
る
万
法
で
、

お
も
ち
ゃ
に
働
き
掛
け
る
か
ら
で
す
。
つ
ま
り
、

子
供
と
お
も
ち
ゃ
の
問
で

「臼
分
た
ち
だ
け
の

遊
び
」
を
作
り
出
し
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。

何
も
か
も
が
そ
ろ
っ
た
市
販
の
お
も
ち
ゃ
は
、

向
分
か
ら
働
き
掛
け
る
よ
う
な
広
が
り
は
ど
う

し
て
も
限
ら
れ
て
く
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

そ
の
点
、
身
の
回
り
に
あ
る

H
用
品
な
ど
で
遊

ん
で
い
る
時
に
は
、
も
っ
と
可
能
性
が
広
が
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
U
川
品
的
な
遊
共
は
、

山
来
上

が
っ
た
お
も
ち
ゃ
の
よ
う
に
は
遊
び
の
β
向
性

を
.不
し
て
く
れ
ま
せ
ん
が
、
か
え
っ
て
そ
の
こ

と
が
、
余
計
に
遊
び
の
楽
し
さ
を
増
幅
さ
せ
て

く
れ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

「え
っ
、
こ
ん
な
物
で
こ
ん
な
遊
び
が
」
と

大
人
が
び

っ
く
り
す
る
ほ
ど
、
子
供
た
ち
は
、

お
よ
そ
お
も
ち
ゃ
と
は
考
え
に
く
い
、
あ
り
き

た
り
の
物
を
紫
材
に
し
、
立
外
な
使
い
方
や
組

み
合
わ
せ
で
、
遊
び
を
作
り
出
し
て
い
き
ま
す
。

遊
び
は
、
子
供
に
と
っ
て

「何
か
の
た
め
に

す
る
」
も
の
で
な
く

「遊
び
そ
の
も
の
が
楽
し

い
」
か
ら
す
る
の
で
す
。
つ
ま
り
遊
び
に
は
、

子
供

一
人

一
人
の
個
別
の
楽
し
み
方
が
あ
り
、

子
供

一
人

一
人
が
作
り
出
し
て
い
く
も
の
だ
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

何
で
も
お
も
ち
ゃ
に
し
、
遊
び
に
し
て
し
ま

う
。
そ
ん
な

「遊
び
の
達
人
」
と
な
っ
て
い
る

子
ほ
ど
、
創
造
力
を
働
か
せ
、
自
ら
を
成
長
さ

せ
て
い
く
の
で
す
。
こ
う
し
た
理
解
で
子
供
と

付
き
介
い
た
い
も
の
で
す
。

会
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

崇
普
小
学
校
北
側
宮

(お
)
6
0
1
2

・
屯
話
相
談
毎
週
月
i
土
曜
日
の
午
前
9
時

1
午
後
5
時

(第
2
-
m
4ヒ
凶
日
を
除
く
)

赤
ち
ゃ
ん
の
予
防
接
種

生
後
三
か
月
の
赤
ち
ゃ
ん

が
い
ま
す
。
予
防
接
種
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

生
後
三
か
月
か
ら
で
き
る

予
防
接
種
は
、

B
C
G
・
ポ

リ
オ

(小
児
マ
ヒ
)

・
一ニ
種

目
出
合
の

一
期
で
す
。

ま
ず
B
C
Gで
す
が
、
こ

れ
は
結
核
を
予
防
す
る
も
の

で
、
免
疫

(抵
抗
力
)
を
母

親
か
ら
も
ら
え
な
い
た
め
早

め
に
受
け
ま
す
。
ツ
ベ
ル
ク

リ
ン
反
応
が
陰
性
な
ら
B
C

G
を
接
種
し
ま
す
。

ポ
リ
オ
は
」
ハ
週
間
以
上
あ

け
て
二
阿
で
す
。
ぷ
と
秋
の

集
団
接
種
と
な
り
ま
す
。

三
種
混
合
の

一
期
は
、

三

週
か
ら
八
週
お
き
に
-ニ
間
接

相
し
ま
す
。
季
節
が
合
え
ば

先
に
ポ
リ
オ
の

J

川
口
を
、

次
に
一一
.
純
混
合
を
三
凶
受
け

て
く
だ
さ
い
。
保
育
聞
な
ど

の
集
団
生
活
に
入
る
方
は
、

百
日
せ
き
を
予
防
す
る
た
め

に
も
一一一
極
混
合
を
早
め
に
受

け
ま
し
ょ
う
。

一
歳
を
過
ぎ
た
ら
、
は
し

か
と
三
種
混
合
の
追
加
分
で

す
。
は
し
か
は
赤
ち
ゃ
ん
が

か
か
る
と
症
状
が
恋
化
し
や

す
い
の
で
、
早
め
に
受
け
ま

す
。
は
し
か
の
後
に
三
種
混

合

一
期
の
追
加
接
種
を
受
け

ま
す
。

そ
の
後
、

二
成
を
過
ぎ
た

し
ん

ら
風
疹
、

三
歳
こ
ろ
か
ら
日

本
脳
炎
の
接
種
で
す
。
日
本

脳
炎
は
初
め
に
二
回
、
翌
年

に
追
加
を

一
回
受
け
ま
す
。

ポ
リ
オ
以
外
は
例
別
援
組
な

の
で
医
療
機
関
で
受
け
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
任
意
の
接
種

(有
料
)
で
す
が
水
症
、
お

た
ふ
く
か
ぜ
の
接
柿
も
済
ま

せ
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

予
防
接
種
は
、
体
調
の
よ

い
時
に
受
け
る
の
が
原
則
で

す
。
体
訓
が
思
い
場
合
は
延

期
し
て
、
医
師
と
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

会
健
康
課
宮
(お
)
1
1
1
1

(内
線
6
6
7
)

市民のみ怒さんと一緒に「まちづくりJを進めていくため

「市長への手紙」を公民館芯どの公共施設に配置しています。

みなさんのご意見やご提案をお気軽にお寄せください。

「市長への手紙」のご利用を
・担当 広報広聴課広聴担当s23-1111 (内線355)


	169
	170
	171
	172
	173
	174
	175
	176



